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平
成
２２
年
度
の
活
動
に
向
け
て

 

代
表
表
世
話
人 

土
屋 

宏 
 

去
る
五
月
十
六
日
、
名
古
屋
市
総
合
福
祉
会
館
に
お
い
て

「
第
十
三
回
の
定
時
代
表
者
会
議
兼
第
二
十
二
回
拡
大
写
本

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
多
数
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
名
古
屋
大
会
は
今

回
初
め
て
の
開
催
で
し
た
が
、
内
容
の
濃
い
大
会
に
な
り
ま
し

た
。 大

会
の
準
備
や
運
営
に
つ
い
て
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
、 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
視
覚
障
害
者
援
護
促
進
協
議
会
理
事
長
高

柳
泰
世
様
他
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
十
三
回
定
時
代
表
者
会
議
で
は
、
第
一
号
議
案
平
成
二
十

一
年
度
活
動
報
告
及
び
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

件
、
第
二
号
議
案
平
成
二
十
二
年
度
活
動
計
画(

案)

及
び
予
算

(

案)

の
件
に
つ
い
て
、
原
案
通
り
に
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
第
三
号
議
案
会
則
の
一
部
改
定
の
件
で
は
会
員

会
費
の
変
更
に
つ
い
て
お
諮
り
し
、
年
額
二
千
円
に
決
定
し
ま

し
た
。 

更
に
第
四
号
議
案
任
期
満
了
に
伴
う
世
話
人
及
び
監
査
の

改
選
の
件
で
は
、
世
話
人
会
か
ら
推
薦
し
た
各
候
補
者
通
り
に

ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

会
議
に
先
立
ち
、
文
部
科
学
省
の
平
尾
祐
子
様
始
め
、
多
く

の
ご
来
賓
の
皆
様
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の

拡
大
教
材
製
作
活
動
に
暖
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

二
十
二
年
度
の
活
動
計
画
を
ご
承
認
い
た
だ
き
、
全
国
拡
大
教
材
製
作

協
議
会
は
新
し
い
活
動
に
移
行
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
先
ず
最
初
に
こ
れ

ま
で
の
活
動
の
延
長
で
よ
い
の
か
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
度
は
小
学
校
の
教
科
書
が
全
面
的
に
改
訂
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
に
出
版
社
が
発
行
す
る
標
準
拡
大
教
科
書
も
全
面
的
に
発
行
さ

れ
る
方
向
に
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
製
作
す
る
拡
大
教

科
書
の
内
容
に
も
変
化
が
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
般
論
的
に
は
、

標
準
拡
大
教
科
書
で
対
応
の
出
来
る
十
八
ポ
イ
ン
ト
か
ら
二
十
六
ポ
イ

ン
ト
の
文
字
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
標
準
拡
大
教
科
書
の
範
囲
と
し
、
そ
れ

を
外
れ
た
部
分
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対
応
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

全
国
拡
大
教
材
製
作
協
議
会
の
今
後
の
活
動
は
標
準
拡
大
教
科
書
が

発
行
さ
れ
る
事
を
前
提
に
し
た
活
動
を
展
開
す
べ
き
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 新

年
度
の
活
動
は
、
会
員
各
位
と
と
も
に
新
し
い
局
面
に
向
け
て
の
課

題
を
探
り
、
新
し
い
活
動
と
は
何
か
を
見
極
め
る
こ
と
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

新
年
度
の
世
話
人
会
で
は
、
今
後
の
課
題
と
活
動
の
方
向
を
見
つ
け
る

作
業
に
入
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や

ご
提
案
を
多
く
集
め
、
そ
の
中
か
ら
最
も
必
要
な
活
動
目
標
を
創
っ
て
ゆ

き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

現
在
、
情
報
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
元
に
想
像
す
る
と
す
れ
ば
、

以
下
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

一
つ
に
は
拡
大
教
科
書
用
の
文
字
フ
ォ
ン
ト
の
標
準
化
で
す
。 

現
在
、
各
グ
ル
ー
プ
が
拡
大
教
科
書
に
使
用
し
て
い
る
文
字
フ
ォ
ン
ト

は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
あ
っ
た
り
、
丸
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、 
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い
ず
れ
の
フ
ォ
ン
ト
も
教
科
書
に
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
体
と
比
べ
れ

ば
非
常
に
異
な
っ
た
フ
ォ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
日
頃

か
ら
見
や
す
い
フ
ォ
ン
ト
で
あ
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
こ
れ
ほ
ど
異
な

っ
た
フ
ォ
ン
ト
で
教
科
書
を
作
っ
て
良
い
も
の
か
と
疑
問
を
お
持
ち
と

思
い
ま
す
。
特
に
低
学
年
の
児
童
に
と
っ
て
は
、
間
違
っ
た
書
体
を
正
し

い
と
理
解
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。 

各
方
面
で
は
、
Ｕ
Ｄ(
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン)

フ
ォ
ン
ト
の
検
討
が

す
す
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
中
に
は
教
科
書
体
を
意
識
し
た
フ
ォ
ン
ト
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
教
科
書
体
に
沿
っ
て
書
き
線
の
太
さ
が
均
等
の
書
体

が
出
来
れ
ば
間
違
っ
た
理
解
に
も
な
ら
ず
、
見
や
す
い
フ
ォ
ン
ト
と
し
て

悩
み
な
く
使
用
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
更
に
文
字
フ
ォ
ン
ト
は
一
般
的
に

有
償
で
高
価
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
気
軽
に
使
用
出
来
る
ほ
ど
安
価
な

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
費
用
の
問
題
も
検
討
の
課
題
に
な
り
ま
す
。
更
に

は
漢
字
の
種
類
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。
教
科
書
で
勉
強
す
る
漢
字
の
数

は
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
歴
史
上
に
出
て
く
る
人
物
の
名
前
等
は
制

限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
網
羅
し
た
フ
ォ
ン
ト
を
生
み
出
す
の
は
大

変
な
作
業
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

二
つ
と
し
て
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
質
的
向
上
と
活
用
技
術
の
確
立

で
す
。 

現
在
提
供
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
は
十
分
な
活
用
が
見
込

め
ま
せ
ん
。
無
い
よ
り
は
ま
し
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
ま
ま
拡
大
教
科
書
に

落
と
し
込
む
こ
と
で
拡
大
教
科
書
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

各
種
の
研
究
で
、
各
出
版
社
が
教
科
書
製
作
の
工
程
で
使
用
し
て
い
る

技
術
的
手
法
や
編
集
ソ
フ
ト
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、
統

一
し
た
品
質
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
い

ま
す
。
高
度
の
技
術
を
取
得
出
来
る
人
に
は
一
定
の
活
用
を
可
能
と
し
ま

す
が
、
普
通
程
度
の
パ
ソ
コ
ン
技
術
で
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
使
い
こ
な

し
は
困
難
な
状
況
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
出
版
社
の
技
術
改
革
が
進

行
し
、
各
社
が
新
技
術
の
手
法
に
集
約
さ
れ
て
来
る
こ
と
で
使
い
易
い
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
脱
皮
す
る
こ
と
が
期
待
出
来
ま
す
が
、
少
し
で
も
早
く

技
術
改
革
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
見
守
っ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
更
に
、
利
用
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
も
技
術
的
な
向
上
を
目
指
し
、 

や
が
て
使
い
易
い
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
た
時
に
は
円
滑
に
拡

大
教
科
書
を
製
作
出
来
る
体
制
を
整
え
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
必
要
と

思
い
ま
す
。
協
議
会
と
し
て
は
、
全
国
的
に
技
術
研
修
の
機
会
を
つ
く
っ

て
、
会
員
各
位
が
迷
い
な
く
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
が
出
来
る
よ
う
に

す
る
活
動
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。 

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
に
関
連
し
て
は
、
更
に
「
電
子
教
科
書
」
も
検
討
の

対
象
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
だ
電
子
教
科
書
の
実
態
は
分

か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
教
科
書
と
し
て
学
校
現
場
で
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
拡
大
教
科
書
と
の
関
係
も
何
ら
か
の
課
題
に
な
る
こ
と
も
予

想
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

三
つ
と
し
て 

高
等
学
校
用
の
拡
大
教
科
書
製
作
推
進
が
あ
り
ま
す
。 

高
校
段
階
の
拡
大
教
科
書
に
つ
い
て
も
標
準
拡
大
教
科
書
の
基
準
は
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
義
務
教
育
の
拡
大
教
科
書
と
違
っ
て
費
用
の
利
用

者
負
担
問
題
で
ス
ム
ー
ズ
な
普
及
が
望
め
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
従
っ
て
最
も
大
き
な
ネ
ッ
ク
と
思
わ
れ
る
費
用
に
つ
い
て
は 

小
中
学
校
用
の
拡
大
教
科
書
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
出
版
社
の
製
作
費

よ
り
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
製
作
費
用
が
安
価
に
済
ん
で
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
利
用
者
の
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
つ
つ
高
校
段
階
の
拡
大
教
科
書
の
普
及
を
促
進
出
来
な
い

か
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
勿
論
、
高
校
用
拡
大
教

科
書
へ
の
公
費
助
成
制
度
が
創
設
さ
れ
る
事
が
最
善
で
あ
る
こ
と
は
当
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然
の
こ
と
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
や
電
子
教
科
書
の
推
移
を
見
守
り
つ

つ
、
高
校
段
階
の
拡
大
教
科
書
の
普
及
に
貢
献
出
来
る
こ
と
を
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
調
査
表
な
ど
を
通
し
て
皆
様
の
ご
意
見
を
集
約

し
つ
つ
、
新
た
な
活
動
の
目
標
を
見
つ
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

   

全
国
拡
大
教
材
制
作
協
議
会
総
会 

及
び
拡
大
写
本
の
つ
ど
い
in
名
古
屋
を
終
え
て 

 
 
 
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
視
覚
障
害
者
援
護
促
進
協
議
会 

 

理
事
長 

高
柳
泰
世 

 

全
国
の
拡
大
教
科
書
制
作
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
2
年
に
一
度
集
ま
り

ま
す
。
東
京
・
大
阪
で
の
開
催
以
外
、
平
成
22
年
５
月
16
日
初
め
て
の

愛
知
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
視
覚
障
害
者
援
護
促
進
協
議
会
と
し
て
、
名
古
屋
市

教
育
委
員
会
も
、
こ
の
有
意
義
な
会
を
名
古
屋
で
も
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う

と
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。 

 

一
昨
年
「
障
害
の
あ
る
児
童
及
び
生
徒
の
た
め
の
教
科
用
特
定
図
書
等

の
普
及
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
：
教
科
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
）

が
公
布
さ
れ
、
拡
大
教
科
書
作
成
は
そ
の
教
科
書
出
版
社
に
制
作
義
務
が

付
き
、
そ
こ
で
出
来
な
い
場
合
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

特
別
支
援
教
育
の
基
本
理
念
は
「
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
適
切
な
指
導
及
び
必
要
な
支
援
を
行

う
」
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

文
部
科
学
省
に
よ
る
弱
視
児
童
生
徒
へ
の
拡
大
教
科
書
の
無
償
給
与

の
シ
ス
テ
ム
化
や
、
著
作
権
法
の
改
正
に
よ
り
許
諾
申
請
作
業
の
免
除
な

ど
、
弱
視
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
は
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
て
の
弱
視
児
童
生
徒
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
に
は
、

ま
だ
ま
だ
改
善
・
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
的
課
題
が
多
々
残
さ

れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
今
年
度
の
つ
ど
い
で
は
「
連
携
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
教

育
行
政
・
出
版
社
・
制
作
者
・
利
用
者
の
連
携
を
、
講
演
会
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
二
部
構
成
で
企
画
致
し
ま
し
た
。 

 

公
務
で
お
忙
し
い
中
、
多
方
面
か
ら
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
出
席

を
頂
き
ま
し
た
。 

 

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。 

Ｉ
講
演
会 

 

座
長 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
視
覚
障
害
者
援
護
促
進
協
議
会 

理
事
長 

高
柳
泰
世 

今
回
は
通
称
「
教
科
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
が
交
付
さ
れ
て
最
初
の
会

で
す
の
で
、「
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
文
部
科
学
省
・
出
版
社
・
地
域
の
教

育
委
員
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
利
用
者
が
連
携
を
と
っ
て
、
様
々
な
見
え

方
の
弱
視
児
童
生
徒
の
た
め
に
晴
眼
者
が
使
う
も
の
と
同
じ
内
容
で
、
弱

視
児
童
生
徒
に
あ
っ
た
拡
大
教
科
書
を
「
迅
速
・
正
確
・
適
正
価
格
」
で

提
供
出
来
る
こ
と
を
目
標
に
企
画
し
ま
し
た
。 

 １
． 
柴
崎
幸
次 

愛
知
県
立
芸
術
大
学
デ
ザ
イ
ン
科
准
教
授 

啓
林
館
「
わ
く
わ
く
算
数
」
「
わ
く
わ
く
理
科
」
「
わ
く
わ
く
生
活
」

の
拡
大
教
科
書
開
発
に
つ
い
て 
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拡
大
教
科
書
の
標
準
規
格
が
で
き
る
前
に
、
タ
イ
プ
１
，
タ
イ
プ
2

（
2
種
：
Ｂ
４
、
Ａ
４
版
）
を
さ
ま
ざ
ま
な
検
証
や
弱
視
者
ユ
ー
ザ
ー

の
意
見
か
ら
開
発
し
ま
し
た
。
特
に
タ
イ
プ
１
は
、
拡
大
教
科
書
の
標
準

規
格
に
は
な
い
型
式
で
す
が
、
学
校
で
の
授
業
を
想
定
し
た
軽
度
の
弱
視

生
徒
に
は
使
い
や
す
い
教
科
書
と
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 ２
． 

棚
橋
義
則 
元
岡
崎
盲
学
校
長 

 

盲
学
校
に
お
け
る
拡
大
教
科
書
の
現
状
と
課
題 

盲
学
校
の
教
科
書
は
、
原
典
と
な
る
検
定
教
科
書
を
点
訳
・
拡
大
の
し

や
す
さ
を
考
慮
し
て
選
定
し
、
原
則
と
し
て
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全

国
共
通
の
教
科
書
を
採
択
す
る
。 

課
題
と
し
て
、
拡
大
教
科
書
は
点
字
教
科
書
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
全
国
共
通
の
教
科
書
を
採
択
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
児
童
生
徒
の

実
態
に
応
じ
た
教
科
書
を
採
択
す
る
こ
と
に
制
約
、
居
住
地
交
流
等
で
地

域
で
採
択
さ
れ
て
い
る
教
科
書
と
は
異
な
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
拡
大

教
科
書
自
体
の
課
題
と
し
て
、
大
き
く
重
く
持
ち
運
び
に
不
便
、
ペ
ー
ジ

が
取
れ
や
す
い
、
図
が
分
か
り
に
く
い
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

最
後
に
、
教
科
用
特
定
教
科
書
は
、
点
字
本
、
拡
大
本
に
限
定
し
て
は

な
ら
な
い
、
デ
ィ
ジ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
の
活
用
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。 

 

３
．
櫻
井
孝
司 

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
指
導
室
指
導
主
事 

本
年
度
は
、
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
、
生
徒
９
名
、
弱
視
学
級

の
児
童
、
生
徒
３
名
と
い
う
状
況
で
し
た
。
教
科
書
発
行
者
に
よ
る
拡
大

教
科
書
の
使
用
割
合
は
35
％
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
拡
大
教
科
書

の
使
用
が
多
い
状
況
で
す
。 

名
古
屋
市
に
お
け
る
拡
大
教
科
書
の
活
用
実
績 

名
古
屋
市
で
は
、
毎
年
、
教
頭
先
生
方
を
対
象
に
し
て
、
眼
科
医
か
ら

教
科
用
拡
大
図
書
等
の
適
切
な
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
、
啓
発
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
学
校
か
ら
使
用
希
望
が
あ
が
っ
た
ら
、
名
古
屋
市
教
育
セ
ン

タ
ー
で
の
教
育
相
談
を
通
し
て
嘱
託
眼
科
医
に
適
切
な
拡
大
率
等
を
明

ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
に
、
指
導
主
事
が
拡
大
教
科
書
の
見
本

本
を
持
っ
て
在
籍
学
校
を
訪
問
し
、
本
人
、
保
護
者
や
担
任
、
管
理
職
に

も
見
て
い
た
だ
い
て
説
明
し
、
教
科
書
発
行
者
に
よ
る
拡
大
教
科
書
か
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
作
成
か
、
ど
ち
ら
の
教
科
書
を
使
用
す
る
か
を
教
科
ご
と

に
聞
き
取
り
、
決
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

II 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

 
 

 
 

座
長 

愛
視
援
副
理
事
長 

坂
部
司 

 

１
． 

佐
藤
教
子
（
拡
大
教
科
書
を
使
っ
て
成
長
し
、
成
人
し
た
女
性
の
母
親
） 

 

拡
大
写
本
と
の
出
会
い 

 

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
配
慮
の
い
き
と
ど
い
た
細
や
か
な
教
科
書
作

り
に
、
た
だ
た
だ
脱
帽
す
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
点
字
、

音
声
パ
ソ
コ
ン
で
読
み
書
き
を
致
し
て
お
り
ま
す
が
、
漢
字
は
、
同
音
異

義
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
実
際
に
自
分
で
「
読
む
」
、「
書
く
」
を
経
験
す

る
と
い
う
こ
と
は
後
の
宝
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

２
．
石
川
昌
志 

 

（
ロ
ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
国
立
大
学
工
学
部
学
生
） 

小
・
中
学
生
時
代
は
拡
大
教
科
書
、
高
校
生
時
代
は
拡
大
鏡
、 

私
が
病
院
の
先
生
方
や
拡
大
写
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協

力
を
得
て
拡
大
教
科
書
と
出
会
っ
た
の
は
、
小
学
校
5
年
生
の
と
き
で

し
た
。
私
の
場
合
は
、
あ
ま
り
字
を
大
き
く
す
る
よ
り
は
教
科
書
と
同
じ

ペ
ー
ジ
配
置
の
拡
大
コ
ピ
ー
が
一
番
使
い
や
す
か
っ
た
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ

現
在
は
大
学
側
に
教
育
環
境
の
整
備
を
提
案 
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ィ
ア
の
方
々
に
拡
大
コ
ピ
ー
製
本
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
補
助
具

と
し
て
は
、
中
学
ま
で
は
辞
書
な
ど
小
さ
な
文
字
を
読
む
の
に
読
書
器
を

使
い
ま
し
た
。
拡
大
教
科
書
も
中
学
ま
で
で
、
高
校
か
ら
は
普
通
の
教
科

書
を
使
い
、
ル
ー
ペ
を
愛
用
し
て
い
ま
す
。 

私
の
通
っ
た
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
共
視
覚
障
害
者
の
前
例
が
な
か

っ
た
た
め
、
拡
大
教
科
書
の
理
解
、
試
験
問
題
の
拡
大
等
は
入
学
前
に
校

長
先
生
や
学
校
関
係
者
と
話
し
合
い
、
一
所
懸
命
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

ま
た
、
高
校
入
試
、
セ
ン
タ
ー
試
験
、
大
学
入
試
で
は
問
題
用
紙
の
拡

大
コ
ピ
ー
と
試
験
時
間
一
．
三
倍
の
配
慮
で
受
験
し
ま
し
た
。 

現
在
は
名
古
屋
大
学
で
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 ３
． 

金
子
純
朗
（
教
育
出
版
株
式
会
社 
編
集
委
員
） 

拡
大
教
科
書
製
作
へ
の
取
り
組
み 

出
版
物
の
制
作
技
術
，
提
供
・
利
用
技
術
の
進
化
に
よ
り
，「
負
担
」

の
ハ
ー
ド
ル
は
下
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
努
力
や
研
究
を
重
ね
，「
た
っ

た
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
も
不
便
を
感
じ
さ
せ
な
り
教
科
書
づ
く
り
」
の
方

法
を
編
み
出
し
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

4
．
福
尾
浩
（
株
式
会
社
新
興
出
版
社
啓
林
館
編
集
委
員
） 

拡
大
教
科
書
製
作
へ
の
取
り
組
み 

平
成
21
年
度
よ
り
，
小
学
校
・
中
学
校
の
す
べ
て
の
教
科
に
つ
い
て

発
刊
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

平
成
23
年
度
か
ら
始
ま
る
新
課
程
教
科
書
で
は
さ
ら
な
る
改
良
を
加

え
，
弱
視
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
り
使
い
や
す
い
も
の
を
提
供
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

５
．
市
橋
正
光 

 
 

（N
P
O

法
人
大
活
字
文
化
普
及
協
会
） 

 
 

白
黒
反
転
版
教
科
書
の
製
作 

 

今
年
か
ら
新
た
な
選
択
枝
と
し
て
、
白
黒
反
転
版
教
科
書
が
無
償
給
与

と
し
て
発
行
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
の
盲
学
校
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
結
果
、「
白
黒
反
転
版
の
発
行
＝
選
択
肢
を
増
や
し
て
欲
し

い
と
い
う
願
い
」
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。 

 

６
．
小
澤
惠
美
子 

（
拡
大
写
本
み
え
の
会
） 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
取
り
組
み 

 

現
在
の
会
員
数
は
27
名
、
手
書
き
製
作
者
が
3
名
、
パ
ソ
コ
ン
製 

作
者
が
13
名
で
す
。 

 

平
成
9
年
度
よ
り
平
成
21
年
度
ま
で
、
延
べ
利
用
者
数
は
１
９
３
名
、

教
科
は
６
７
５
教
科
に
な
り
ま
す
。 

 

拡
大
教
科
書
が
一
部
無
償
給
与
に
な
っ
た
平
成
16
年
ま
で
は
、
賛
助

会
員
と
し
て
利
用
者
の
親
御
さ
ん
も
参
加
し
一
緒
に
作
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
期
間
は
、
実
際
に
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て

も
ら
う
機
会
も
多
く
、
製
作
す
る
上
で
大
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
無
償
給
与
化
さ
れ
た
平
成
17
年
度
か
ら
は
学
校
か
ら
の
依

頼
と
な
り
、
毎
年
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
利
用
者

の
生
の
声
が
な
か
な
か
届
い
て
き
ま
せ
ん
。 

 

拡
大
教
科
書
の
無
償
給
与
化
に
伴
い
、
文
科
省
を
始
め
教
育
委
員
会
、

教
科
書
供
給
協
会
等
か
ら
の
書
類
、
ま
た
反
対
に
こ
ち
ら
か
ら
提
出
す
る

書
類
等
、
複
雑
な
事
務
作
業
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

 

７
．
福
田
法
子 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
視
覚
障
害
者
援
護
促
進
協
議
会
） 

 
み
ん
な
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら 

 

発
足
し
て
16
年
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
会
の
特
徴
は
、
拡
大
本
希
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望
者
に
は
、
ま
ず
、
眼
科
を
受
診
し
、
屈
折
検
査
・
近
距
離
視
力
検
査
・

お
お
よ
そ
の
文
字
の
大
き
さ
な
ど
を
診
断
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
面
談
で
詳
細
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
名
古
屋
市
教
育

委
員
会
に
は
早
く
か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
よ
り
「
優
良
学
校
教
育
関
係
団
体
表
彰
」

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
の
活
動
場
所
は
名
古
屋
市
立
今
池
中
学
校
の

一
部
屋
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
よ
り
使
い
や
す
い
拡
大
教
科

書
及
び
教
科
書
以
外
の
拡
大
本
を
提
供
す
る
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と

で
す
。 

 

以
上
の
発
表
の
後
、
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り
、
感
想
文
に
も
時
間
が

足
り
な
か
っ
た
と
の
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
現
場
の
声
を

最
大
限
に
発
し
て
、
文
科
省
の
計
画
の
中
に
繁
栄
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

   
 

拡
大
写
本
の
つ
ど
い
in
名
古
屋
」
に
参
加
し
て 

 
 
 

 

岐
阜
ア
ソ
シ
ア
拡
大
写
本
グ
ル
ー
プ 

 

福 
井 

 
 

弓 
  

５
月
１
６
日
「
第
二
十
二
回
拡
大
写
本
の
つ
ど
い
」
が
名
古
屋
で
開
催

さ
れ
拡
大
写
本
グ
ル
ー
プ
11
人
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
教
科
書
出
版
社
が
製
作
し
た
拡
大
教
科
書
の
展
示
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
利
用
者
・
製
作
者
・
出
版
社
・
教
育
行
政

の
声
が
聞
け
る
と
い
う
の
で
大
変
楽
し
み
で
し
た
。 

 

当
日
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
で
は
往
復
切
符
の
ボ
タ
ン
に
戸
惑
い
後
ろ
の
高
校

生
に
教
え
て
も
ら
う
羽
目
に
な
り
久
し
振
り
の
お
出
か
け
に
ど
う
な
る

こ
と
や
ら
と･

･
･

。
会
場
の
近
く
で
腹
ご
し
ら
え
し
、｢

つ
ど
い
」
が
始
ま

る
前
に
展
示
室
で
拡
大
教
科
書
を
拝
見
し
ま
し
た
。
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

製
作
・
教
科
書
会
社
の
本
は
ペ
ー
ジ
付
け
の
位
置
や
記
号
の
書
体
、
紙
の

種
類
・
重
さ
等
々
参
考
に
な
る
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
刺
激
に
も
な
り
ま
し

た
。 

  
｢

つ
ど
い
」
で
の
講
演
会
で
は
『
拡
大
教
科
書
は
各
個
人
の
実
態
に
応

じ
た
も
の
を
製
作
す
る
。
一
般
的
な
弱
視
で
は
文
字
の
ポ
イ
ン
ト
を
大
き

く
、
太
く
す
る
。
し
か
し
視
野
狭
窄
で
は
反
対
に
大
き
い
ポ
イ
ン
ト
で
は

見
え
に
く
い
』
と
い
う
情
報
を
頂
き
ま
し
た
。 

  

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
利
用
者
の
「
拡
大
教
科
書
は
自
分
の

一
生
の
宝
物
」
と
い
う
感
謝
の
言
葉
を
聞
き
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
拡
大
教
科
書
の
利
用
経
験
者
の

思
い
と
し
て
は
分
冊
が
多
く
な
っ
て
も
良
い
の
で
一
冊
の
重
さ
が
お
茶

碗
一
杯
分(

三
百
ｇ)

に
近
づ
け
る
事(

軽
量
化)

、
他
の
子
供
た
ち
と
同
じ

も
の
を
使
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
レ
イ
ア
ウ
ト
は
で
き
る

だ
け
原
本
に
忠
実
に
作
っ
て
欲
し
い
と
い
う
事
で
し
た
。 

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
『
無
償
給
与
化(

Ｈ
１７
年)

以
前
は
利
用
者
の
親

御
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
き
た
の
で
生
の
声
を
聞
き
参
考
に
す
る
事
が

多
か
っ
た
。
現
在
は
学
校
や
教
育
委
員
会
か
ら
の
依
頼
と
な
っ
て
利
用
者

か
ら
の
具
体
的
な
希
望
が
聞
け
な
く
な
っ
た
』
と
の
声
で
し
た
。 

  

拡
大
写
本
講
座
を
終
え
て
３
年
目
。
３
科
目
の
拡
大
教
科
書
を
先
輩
の

指
導
の
も
と
で
完
成
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
利
用
者
の
個
人
的
な
希
望
が

わ
か
ら
ぬ
ま
ま
自
己
満
足
で
終
わ
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
を
持

ち
つ
つ
今
日
ま
で
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
回
利
用
者
の
声
を
直
接
具
体
的

に
聞
い
た
事
で
こ
れ
か
ら
の
製
作
の
参
考
に
な
る
と
確
信
し
ま
し
た
。 

 
来
年
度
用
の
教
科
書
か
ら
は
出
版
社
の
画
像
デ
ー
タ
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
の
貸
与
で
文
字
入
力
・
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
使
っ
て
の
画
像(

イ
ラ
ス
ト
・

写
真
な
ど)
の
取
込
み
作
業
が
な
く
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
内
で
の

製
作
に
少
し
は
余
裕
を
持
つ
事
が
で
き
そ
う
で
す
。 
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私
た
ち
の
拡
大
教
科
書
製
作
の
現
状 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

拡
大
写
本
郡
山
か
わ
ず
の
会 

 

山
崎
幸
恵 

 

拡
大
写
本
郡
山
か
わ
ず
の
会
は
、
福
島
県
郡
山
市
で
活
動
し
て
お
り
現

在
の
会
員
数
は
23
名
で
す
。
創
立
は
昭
和
59
年
、
昨
年
で
創
立
25
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。 

「
拡
大
教
科
書
」
製
作
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
17
年

９
月
か
ら
で
、
22
年
度
前
期
分
ま
で
の
製
作
累
計
は
２６
校
５１
教
科
。
30

人
の
子
供
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

製
作
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
依
頼
地
が
近
く
の
場
合
は
学
校
訪
問
し
、

先
生
や
子
供
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
頂
く
よ
う
に
、
そ
れ
が
出
来
な
い
時

は
見
本
を
送
る
な
ど
し
て
使
い
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
教
科
書
づ
く
り

を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

た
と
え
ば
、
あ
る
小
学
校
の
場
合
な
ど
は
、
先
生
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、

国
語
だ
け
は
「
教
科
書
体
太
字
」
で
、
送
り
仮
名
は
青
色
で
製
作
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
音
楽
な
ど
も
先
生
の
こ
だ
わ
り
の
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
も
あ

り
、
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。 

製
作
に
際
し
て
は
、
昨
年
度
か
ら
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
フ
ル
活
用
し
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
の
使
用
に
よ
り
、
絵
や
写
真
な
ど
は
、
極
め
て
鮮
明
に

な
り
、
製
作
に
か
か
る
手
間
な
ど
の
負
担
が
本
当
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。 

例
会
は
「
郡
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
研
修
室
に
て
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
場
所
が
ら
社
会
福
祉
を
学
ぶ
学
生
さ
ん
の
見
学
が
あ
っ
た
り
し
ま

す
の
で
、
「
拡
大
教
科
書
」
を
と
り
ま
く
環
境
や
製
作
方
法
を
紹
介
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

今
回
の
代
表
者
の
集
い
参
加
し
た
会
員
の
話
に
よ
り
ま
す
と
い
づ
こ

も
抱
え
て
い
る
問
題
は
同
じ
と
感
じ
ま
し
た
。 

東
北
地
方
は
「
拡
大
写
本
」
の
グ
ル
ー
プ
が
少
な
い
の
で
、
こ
の
火
を

た
や
さ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   名
古
屋
で
の
「
第
１３
全
国
定
時
代
表
者
会
議
と
つ
ど
い
」
を
終
え
て 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
視
覚
障
害
者
援
護
促
進
協
議
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

福
田
法
子 

 

「『
定
時
代
表
者
会
議
と
つ
ど
い
』
を
名
古
屋
で
」
と
の
お
話
を
一
年

前
に
頂
い
た
時
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
立
派
な
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る

か
と
不
安
だ
ら
け
で
し
た
。 

 

い
ろ
い
ろ
な
実
務
は
、
私
共
の
会
の
代
表
・
副
代
表
が
進
め
ま
し
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
準
備
会
に
参
加
さ
せ
て
貰
い
、
自
分
の
中
の
精

神
状
態
を
大
会
に
向
け
て
徐
々
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

会
場
が
決
ま
り
、
次
に
「
テ
ー
マ
」
の
検
討
。
地
方
で
開
催
す
る
メ
リ

ッ
ト
を
考
慮
し
つ
つ
、
今
ま
で
の
大
会
を
参
照
し
、
今
何
が
課
題
な
の
か
、

多
方
面
か
ら
提
案
し
て
決
ま
っ
た
の
が
「
連
携
」
で
し
た
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
今
、
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
手

一
杯
の
需
要
を
抱
え
て
苦
労
し
て
い
る
状
況
を
ど
う
に
か
で
き
な
い
の

か
。
何
年
も
前
か
ら
の
課
題
で
す
が
、
中
心
で
動
け
る
グ
ル
ー
プ
が
い
な

い
こ
と
で
、
進
展
が
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
が
、
今
回
は
「
つ

ど
い
」
を
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
設
定
し
ま
し
た
の
で
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
の
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
少
し
残
念
で
し
た
。 

 
よ
か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
は
、
利
用
者
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
親
と
し
て
の
意
見

も
聞
け
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
教
科
書
出
版
社
か
ら
た
く
さ
ん
の
教
科
書
を
展
示
し
て
も
ら
え
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た
の
で
、
子
ど
も
さ
ん
た
ち
が
実
際
に
使
う
教
科
書
と
し
て
の
問
題
点
が

少
な
か
ら
ず
分
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
展
示
室
に
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
後
日
聞
い
た
こ
と
で
す
が
、
「
出
版
社
と
し
て

は
も
う
少
し
需
要
が
あ
る
か
と
思
っ
た
の
に
意
外
に
少
な
か
っ
た
。
ど
う

す
れ
ば
広
く
使
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
。
」
と
質
問
さ
れ
て
、「
行
間
が
、

文
字
と
同
じ
か
そ
れ
以
上
で
、
空
間
が
あ
っ
て
、
絵
や
写
真
と
文
字
が
重

な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
読
み
や
す
い
の
で
は
。
」
と
答
え
た
と
こ

ろ
、「
来
年
度
、
教
科
書
が
新
し
く
な
る
の
で
検
討
し
て
み
ま
す
。
」
と
。 

 

そ
れ
と
、
出
版
社
の
拡
大
本
の
見
本
が
県
に
数
カ
所
し
か
な
い
の
も
利

用
者
や
学
校
の
先
生
が
選
択
す
る
チ
ャ
ン
ス
の
少
な
さ
に
比
例
し
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 

総
会
と
つ
ど
い
を
一
日
に
納
め
る
形
に
な
っ
て
か
ら
時
間
的
に
も
じ

っ
く
り
話
し
合
う
こ
と
が
少
な
い
思
い
は
あ
り
ま
す
。 

 

分
科
会
形
式
で
、
も
う
少
し
お
互
い
の
生
の
声
で
意
見
交
換
の
機
会
を

持
つ
の
も
、
全
国
組
織
と
し
て
の
こ
の
会
を
方
向
づ
け
る
一
つ
の
指
針
が

見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
は
る
ば
る
名
古
屋
ま
で
来
て
頂
き
ま
し
た
土

屋
代
表
を
始
め
、
全
国
の
拡
大
写
本
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
の
べ
１
６
０
数
名
に
も
な
り
ま
し
た
。
他

所
に
出
か
け
る
機
会
の
少
な
い
当
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
も
、
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
大
い
に
役
立
つ
会
で
あ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。 

      

          
    

《
編
集
後
記
》 

 

連
日
、
日
本
列
島
猛
暑
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
暑
さ
の
中
で
、 

下
巻
本
の
教
科
書
製
作
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
毎
年

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
の
暑
さ
は
異
常
で
す
ね
。
十
分
に
水
分

補
給
を
し
な
が
ら
、
完
成
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

名
古
屋
大
会
の
詳
し
い
報
告
書
を
戴
き
ま
し
た
。
充
実
し
た
会
議
の
様

子
が
分
か
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
じ
っ
く
り
お
読
み
下
さ
い
。
こ
れ
か
ら
の
私

た
ち
の
活
動
の
方
向
性
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
（
Ｉ
） 

 

 
 

現
在
の
グ
ル
ー
プ
数 

 

６５
グ
ル
ー
プ 

 
 

 
 

 
兵
庫
県 

芦
屋
市
の
グ
ル
ー
プ
が
加
入
し
ま
し
た 

 

二
十
二
年
度
世
話
人
会
日
程 

・ 

原
則
と
し
て
隔
月
第
４
水
曜
日 

午
後
一
時
半
～ 

 
 

 
 

（
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
） 

・ 

場
所 

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
港
区
芝 

５
・
１
８
・
２ 

・ 

交
通 

Ｊ
R
田
町
駅
下
車 

徒
歩
３
分 

 
 

 
 

 

都
営
地
下
鉄
三
田
線
・
浅
草
線 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
田
駅
下
車
す
ぐ 

 

９
月
２２
日
（
水
） 

１１
月
２４
日
（
水
） 

１
月
２６
日
（
水
） 

３
月
２３
日
（
水
） 


